
１
月
14
日
、
大
阪
府
下
の
中

学
校
１
．
２
年
生
全
員
を
対
象

に
「
大
阪
府
中
学
生
学
び
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス

ト
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
に
配
送
業
者
に
よ
り
問

題
等
が
学
校
に
配
送
さ
れ
、
翌

日
に
配
送
業
者
が
解
答
用
紙
の

み
回
収
。
採
点
も
外
部
業
者
に

委
託
す
る
方
法
は
、
「
全
国
学

調
」
と
全
く
同
じ
手
法
で
す
。

し
か
も
、
送
ら
れ
て
き
た
解
答

用
紙
の
綴
じ
方
や
回
収
方
法
、

問
題
冊
子
の
形
式
ま
で
同
じ
で

し
た
。

府
教
委
が
事
業
の
「
成
果
指

標
」
を
「
平
成

29
年
度
の
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
お
け

る
、
中
学
校
の
平
均
正
答
率
に

つ
い
て
全
国
水
準
を
め
ざ
す
。
」
（
府
教
委
Ｈ
Ｐ
）
と
し
て
い
ま

す
か
ら
予
想
さ
れ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
行
政
調

査
」
で
あ
る
「
全
国
学
調
」
で

こ
の
方
法
が
許
さ
れ
て
も
、

「
学
力
向
上
」
を
目
的
と
す
る

テ
ス
ト
の
実
施
方
法
が
同
じ
で

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

事
業
の
当
初
目
標
は
「
生
徒

の
学
力
状
況
を
把
握
、
分
析
・

検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
習

内
容
の
着
実
な
理
解
と
教
育
活

動
の
改
善
・
充
実
に
生
か
す
」

だ
け
で
し
た
が
、
後
か
ら
「
と

と
も
に
府
内
に
お
け
る
評
定
の

公
平
性
を
担
保
す
る
。
」（
い
ず

れ
も
府
教
委
Ｈ
Ｐ
）
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
府
教
委
の
真
の
目

的
は
後
段
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
疑
う
声
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
テ
ス
ト
の
内
容
に
つ

い
て
、
中
学
校
社
会
科
の
先
生

か
ら
上
記
の
よ
う
な
投
稿
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
疑
問
だ

ら
け
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
で

す
。
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「集団的自衛権」の行使反対。教え子を再び戦場に送るな。

泉北教組臨時大会
同女性部・青年部臨時大会

２月19日(木)17:30～19:00

和泉コミセン３階ホール

大阪府のチャレンジテスト社会Ａを検討しました
（投稿）

１月14日（水）、府下一斉にチャレンジテストが実施されました。中学１年生は国数英の

３科目、中学２年生は理社を加えて５科目で行われました。テスト終了後「社会Ａ」の問

題を見せてもらいました。私が感じた事を書いておきます。

〈テスト内容の特徴は〉

①地理分野27問、歴史分野11問。地理の内容は日本地理に集中。歴史の出題のほとんどは

江戸時代からの出題。進度にあわせて、各学校でＡ・Ｂの２種類から選択したようですが、

出題にかたよりがあると思います。

②「知識・理解」を問う問題がほとんどで、「資料活用」を問うものは６問。文章で答え

る「思考・判断・表現」を問うものは２問でした。

③全体に基本的な問題が多く、しっかりテストにのぞめば高得点が期待できます。

さて、テスト終了後、教育委員会から実施にあたってのアンケートが教職員に配られま

した。２日以内の回収で、実施を前提にしたアンケートなので、教職員の回収数はあまり

ありませんでした。今年は「試行」なので、意見を書かなければ、支持を得たとして来年

から本格実施にされてしまうので、あえて次のような私の意見を書いておきました。

①チャレンジテストの目的は、学力保障、学力向上といっていますが、高校入試の資料と

しても使うといっています。どのように資料として使うかは発表されていません。

②文科省や府教委は評価の観点を４つ示しており、この観点で評価を行うよう指示してい

ます。４つとは「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「資料活用の技能」「知識・

理解」ですが、今回のテストは「知識・理解」に集中しており、今回のテストで評価を出

すことは不可能です。校内でのテストで目的を果たせますので、府下一斉で競争させる目

的であることが明らかです。

③テストを受けた生徒の側からみるとどうでしょう。採点は各校で行うのではなく、業者

に丸投げで採点基準もしめされていません。生徒たちは個票にして点数を返してもらうだ

けで、答案用紙の返却もありません。どこの問題を誤ったのかをふりかえる事もできませ

ん。

④テスト範囲は前年度に配られていたので歴史の部分では江戸時代まで進んでいると思い

ますが、本来教育課程の編成権は学校にあるのに、授業の進み具合について教育委員会が

介入してくることになります。各校に進度についての確認がいるのではないでしょうか。

⑤１月はインフルエンザ流行の季節で、本校でも出席停止の生徒がいました。この生徒達

に再テストさせるのかなどの取扱いが示されていません。入試資料にするというのであれ

ば、不利益にならない方法を明確にしなければなりません。

このような内容をアンケートに書きましたが、今の状態でチャレンジテストは行うべき

ではないと思いました。私は今回のテストについて、次のような感想をもちました。

教職員の合意を大切にすることなくトップダウン方式で行うと、現場は混乱します。テ

ストで一日授業がつぶれ、本来の教育活動がおろそかにされ、競争原理によって受験へお

いたてられていく事は、許されるべきではないと思いました。


